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(57)【要約】
【課題】色変換用LUTの必要部分のみをメモリ展開して
参照することで、メモリ使用量を削減しつつ、高速な色
変換を行うことを可能とする。
【解決手段】前処理部103で、色変換LUTを部分ごとに圧
縮した圧縮LUTを作成する。すなわち、サンプル画像記
憶部101に保持されたサンプル画像の色分布に応じて、
色変換LUTの入力値を示す各格子点を、高頻度で参照さ
れる高参照部とその他の低参照部に区分するための参照
表(展開表)を作成し、これを展開表記憶部104に保持す
る。また、プロファイル記憶部102に保持された色変換
条件に基づいて各格子点に対する出力値を算出する。そ
して各格子点の出力値を、参照表が示す高参照部ごと、
および低参照部ごとにデータ圧縮した圧縮LUTを作成し
、圧縮LUT記憶部105に保持する。後処理部114では圧縮L
UTおよび参照表を用いて、色変換LUTの高参照部のみを
伸張した部分LUTを作成し、色変換を行う。
【選択図】　図1
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第1のデバイスに依存する第1の色空間から、第2のデバイスに依存する第2の色空間への
色変換用の色変換テーブルを作成する画像処理装置であって、
　サンプル画像の色分布に応じて、前記色変換テーブルの入力値を示す各格子点が、色変
換時に高頻度で参照される高参照部とその他の低参照部のいずれに含まれるかを示すため
の参照表を作成する参照表作成手段と、
　前記第1および第2のデバイスに応じた色変換条件を入力する変換条件入力手段と、
　前記色変換条件に基づいて前記色変換テーブルの各格子点に対する出力値を算出する算
出手段と、
　前記色変換テーブルにおける各格子点の出力値を、前記参照表が示す高参照部ごとにデ
ータ圧縮し、該参照表が示す低参照部ごとにデータ圧縮した圧縮テーブルを作成する圧縮
手段と、
　前記参照表と前記圧縮テーブルを対応付けて保持する保持手段と、
を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記参照表作成手段は、前記サンプル画像から、前記色変換テーブルの各格子点に対応
する値を有する画素の出現確率を算出し、該出現確率が所定値以上である格子点を高参照
部に区分し、該出現確率が該所定値未満である格子点を低参照部に区分することで、前記
参照表を作成することを特徴とする請求項1に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　さらに、色変換対象となる画像データを入力する画像入力手段と、
　前記保持手段に保持された前記参照表および前記圧縮テーブルを取得するテーブル取得
手段と、
　前記圧縮テーブルから、前記参照表によって高参照部に区分された格子点の圧縮データ
を伸張した部分テーブルを作成する部分伸張手段と、
　前記部分テーブルを用いて、前記画像データの画素ごとに前記第1の色空間から前記第2
の色空間への色変換を行う色変換手段と、
を有することを特徴とする請求項1または2に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記色変換手段は、
　　前記画像データの画素ごとに、前記圧縮テーブルにおいて当該画素の値が対応する注
目格子点が、前記参照表において高参照部に区分されているか否かを判定する判定手段と
、
　　前記判定手段で前記注目格子点が前記参照表において高参照部に区分されていないと
判定された場合、前記圧縮テーブルから、前記参照表において前記注目格子点が含まれる
低参照部の圧縮データを伸張して部分テーブルを作成する注目伸張手段と、
　　前記参照表において前記注目格子点が含まれる低参照部を高参照部の区分に更新する
更新手段と、を有し、
　　前記部分伸張手段および前記注目伸張手段で作成された部分テーブルを用いて、前記
色変換を行うことを特徴とする請求項3に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　さらに、前記部分伸張手段で伸張された前記部分テーブルを保持するメモリの空き容量
を取得する空き容量取得手段と、
　前記空き容量が、前記圧縮テーブルから全格子点の圧縮データを伸張した色変換テーブ
ルを保持するのに必要となる必要容量以上であるか否かを判定する容量判定手段と、
　前記容量判定手段で前記空き容量が前記必要容量以上であると判定された場合に、前記
圧縮テーブルから全格子点の圧縮データを伸張して前記色変換テーブルを作成する全伸張
手段と、を有し、
　前記容量判定手段で前記空き容量が前記必要容量未満であると判定された場合に、前記
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部分伸張手段によって前記圧縮テーブルから前記部分テーブルを作成する、
ことを特徴とする請求項3または4に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　さらに、撮影モードまたは色変換条件の異なる画像種別ごとに前記サンプル画像を入力
するサンプル入力手段を有し、
　前記参照表作成手段および前記圧縮手段は、前記参照表および前記圧縮テーブルを画像
種別ごとに作成し、
　前記テーブル取得手段は、前記画像入力手段で入力された前記画像データの画像種別に
応じた前記参照表および前記圧縮テーブルを、前記保持手段から取得する
ことを特徴とする請求項3乃至5のいずれか1項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　さらに、画像入力手段で入力された複数の画像データのそれぞれについて、対応する前
記参照表および前記圧縮テーブルが前記保持手段に保持されているか否かを判定する保持
判定手段と、
　前記保持判定手段で前記参照表および前記圧縮データが保持されていないと判定された
画像データについて、前記色変換後の処理が開始されるまでのスプール期間内に、対応す
る該参照表および該圧縮テーブルを作成する作成手段と、を有し、
　前記作成手段は、当該画像データに応じた前記参照表および前記圧縮テーブルを作成す
るのに要する予想作成時間が前記スプール期間より長い場合に、前記画像データの処理順
を変更して前記スプール期間を延長することを特徴とする請求項3乃至6のいずれか1項に
記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記予想作成時間は、予め作成された、色変換条件と前記予想作成時間の対応表から、
前記画像データの色変換条件に基づいて取得されることを特徴とする請求項7に記載の画
像処理装置。
【請求項９】
　参照表作成手段、変換条件入力手段、算出手段、圧縮手段、および保持手段を有し、第
1のデバイスに依存する第1の色空間から、第2のデバイスに依存する第2の色空間への色変
換用の色変換テーブルを作成する画像処理装置における画像処理方法であって、
　前記参照表作成手段が、サンプル画像の色分布に応じて、前記色変換テーブルの入力値
を示す各格子点が、色変換時に高頻度で参照される高参照部とその他の低参照部のいずれ
に含まれるかを示すための参照表を作成し、
　前記変換条件入力手段が、前記第1および第2のデバイスに応じた色変換条件を入力し、
　前記算出手段が、前記色変換条件に基づいて前記色変換テーブルの各格子点に対する出
力値を算出し、
　前記圧縮手段が、前記色変換テーブルにおける各格子点の出力値を、前記参照表が示す
高参照部ごとにデータ圧縮し、該参照表が示す低参照部ごとにデータ圧縮した圧縮テーブ
ルを作成し、
　前記保持手段が、前記参照表と前記圧縮テーブルを対応付けて保持することを特徴とす
る画像処理方法。
【請求項１０】
　コンピュータ装置で実行されることにより、該コンピュータ装置を請求項1乃至8のいず
れか1項に記載の画像処理装置の各手段として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像データに対する色変換処理を行う画像処理装置および画像処理方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、書籍やパンフレットなどの商業印刷物を印刷する商業印刷分野では、オフセット
印刷やグラビア印刷などのアナログ印刷機が用いられてきた。しかし、多品種少部数印刷
という市場ニーズの変化から、インクジェット方式や電子写真方式等のデジタル印刷機の
導入が進行している。デジタル印刷においてもアナログ印刷と同様に、印刷処理の高速化
が要求されることはもちろんである。
【０００３】
　一般にデジタル印刷処理は以下のような流れで行われる。まず、パーソナルコンピュー
タなどの計算機を用いて作成されたデジタル印刷データが印刷サーバに投入されると、印
刷サーバはその印刷データが後続の印刷処理に必要な情報を完備しているかを検査する(
プリスキャン)。そして、必要な情報が揃っていれば、ページ記述言語(Page Description
 Language：PDL)で記述された印刷データを解析し、印刷データ中の画像データを印刷機
で再現可能な色に変換する(色変換処理)。そして、色変換後の画像データを含む印刷デー
タをシアン、マゼンタ、イエロー、ブラック(CMYK)などの版ごとの2値データに分解して
、印刷機に転送する。該転送された2値データを印刷機が印刷用紙に転写することで、印
刷物が完成する。
【０００４】
　上記印刷処理における画像の色変換処理では、sRGB色空間で記述された画像の画素値を
印刷機の色信号値に対応付ける、所謂マッピング処理が行われる。マッピング処理におい
ては、sRGB色空間の各軸を8分割や16分割など所定数に分割することで、空間を格子状に
分割する。そして、各格子点の入力値に対応する出力値を算出し、この対応表をルックア
ップテーブル(Look-Up Table:LUT)として作成しておく。入力画像の画素値、すなわち入
力値が入力された際には、このLUTを参照して該入力値に対応する出力値を算出する。入
力値が格子点と一致する場合には、その格子点における出力値が、該入力値に対応する出
力値となるが、入力値が格子点と一致しない場合には、入力値を包含する格子点から補間
演算等により出力値を算出する必要がある。この補間演算としては、立方体補間や四面体
補間など、使用する格子点に応じて様々な補間方法が提案されている。
【０００５】
　ここで補間演算処理について、補間精度の高い四面体補間を例として説明する。ある入
力値に対し、まず入力値が属する格子を探索し、格子内の6つの四面体のうち、入力値が
どの四面体の中に存在するかの内外判定を行って、入力値を包含する四面体を特定する。
次に、特定された四面体の1頂点を原点とし、原点から入力値の点までの距離と、原点か
ら他の3頂点までのそれぞれの長さとの内分比から、入力値に対応する出力値を算出する
。
【０００６】
　しかしながら補間演算を行う場合、入力値が属する格子の探索、格子内の四面体に対す
る入力値の内外判定、および内分比の計算等、複雑な演算を行う必要があるため、演算速
度が遅くなってしまうという問題がある。また補間演算は、格子点から間の点を補間する
ため、実際の格子点間の色の変化が非線形であった場合には、補間精度が著しく低下する
ことになる。そこで、色変換LUTを格子状に間引かず、全ての入力値に対する出力値(以下
、全体LUT)を算出しておき、この全体LUTを用いることによって複雑な補間演算を行わず
に出力値を得ることができる。しかしながら、例えば印刷データの用紙サイズがA4で400d
piである場合、少なくとも44MBの作業用メモリが必要である。これに対し、全入力値に対
する全出力値を持つ全体LUTは、例えば各チャネルが8ビットの色深度で3チャネルのLUTで
あれば、そのデータ容量だけで48MBに達する。このため、並列計算器で全体LUTを用いて
印刷データを処理すると、作業用のメモリ容量が全体LUTのみで圧迫されるため、演算装
置を複数搭載した計算機であっても処理の並列度を上げられず、すなわち印刷処理速度を
上げることができない。
【０００７】
　そこで、LUT自身によるメモリ使用量を削減するために、以下のような技術が提案され
ている。例えば、YCbCr色空間に対するLUTにおいて、入力画像の最大輝度に応じて、保持
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するLUT成分を制限する技術が提案されている(例えば、特許文献1参照)。この技術によれ
ば、例えば入力画像の最大輝度Ymaxが50であった場合に、Ymaxを超えるLUT成分を保持し
ないことで、LUTのデータ容量を削減する。また、LUTを粗く分割した分割領域ごとに1次
直線で近似し、元のLUT成分の値と近似値との誤差値を算出して、分割領域ごとに1次直線
の係数と誤差値を保持しておく技術が提案されている(例えば、特許文献2参照)。この技
術によれば、入力値に対応する出力値は、対応する1次直線の係数と誤差値から算出され
るため、LUTのデータ容量が削減される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開2008-245029号公報
【特許文献２】特許第4411230号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記特許文献1に開示された技術においては、99％の画素の色分布が偏
っていたとしても、残り1％の画素がその偏りから外れていた場合には、作成されるLUTの
容量は全く圧縮されない。したがってこのような場合、LUTによるメモリ使用量を削減す
ることはできない。また、上記特許文献2に開示された技術においては、メモリ使用量の
圧縮率が低く(例えば93.5％)、削減効果は僅かであった。
【００１０】
　本発明は上記の問題を解決するためになされたものであり、メモリ使用量を削減しつつ
、高速な色変換を行うことを可能とする画像処理装置および画像処理方法を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するための一手段として、本発明の画像処理装置は以下の構成を備える
。すなわち、第1のデバイスに依存する第1の色空間から、第2のデバイスに依存する第2の
色空間への色変換用の色変換テーブルを作成する画像処理装置であって、サンプル画像の
色分布に応じて、前記色変換テーブルの入力値を示す各格子点が、色変換時に高頻度で参
照される高参照部とその他の低参照部のいずれに含まれるかを示すための参照表を作成す
る参照表作成手段と、前記第1および第2のデバイスに応じた色変換条件を入力する変換条
件入力手段と、前記色変換条件に基づいて前記色変換テーブルの各格子点に対する出力値
を算出する算出手段と、前記色変換テーブルにおける各格子点の出力値を、前記参照表が
示す高参照部ごとにデータ圧縮し、該参照表が示す低参照部ごとにデータ圧縮した圧縮テ
ーブルを作成する圧縮手段と、前記参照表と前記圧縮テーブルを対応付けて保持する保持
手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、メモリ使用量を削減しつつ、高速な色変換を行うことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】第1実施形態における印刷システムの構成例を示すブロック図、
【図２】画像種別ごとの色分布例を示す図、
【図３】格子ごとの出現確率の例を示す図、
【図４】第1実施形態における論理構成例を示すブロック図、
【図５】第1実施形態における前処理および後処理を示すフローチャート、
【図６】第1実施形態における展開表の一例を示す図、
【図７】第1実施形態における展開表生成処理および圧縮LUT生成処理を示すフローチャー
ト、
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【図８】第1実施形態における展開判定処理および展開処理を示すフローチャート、
【図９】第2実施形態における論理構成例を示すブロック図、
【図１０】第2実施形態における後処理を示すフローチャート、
【図１１】第2実施形態におけるUI例を示す図、
【図１３】第3実施形態における論理構成例および後処理を示すフローチャート、
【図１２】第3実施形態における圧縮LUT一覧表および予想処理時間表の一例を示す図、
【図１４】本発明が適用可能なクラウドシステムの構成例を示すブロック図、である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。なお、以下の実施の形態
は特許請求の範囲に関る本発明を限定するものではなく、また、本実施の形態で説明され
ている特徴の組み合わせの全てが本発明の解決手段に必須のものとは限らない。
【００１５】
　＜第1実施形態＞
　●システム構成
　まず、本実施形態における印刷システムの構成例について、図1を用いて説明する。図1
に示す印刷システム1は、前処理を行う前処理サーバ10と、後処理を行う後処理サーバ11
からなる。12は、文字や画像を含む印刷情報を記録した印刷データ111を印刷システム1に
転送する転送サーバである。
【００１６】
　前処理サーバ10において、101は複数のサンプル画像を保持するサンプル画像記憶部で
ある。ここでサンプル画像とは、画像特徴や撮影シーン等の画像種別毎に分類された、複
数の画像である。102は入出力装置の色再現特性および、色変換マッピングを行うための
マッピング情報を記録したプロファイルを保持するプロファイル記憶部である。ここで入
出力装置とは、印刷対象となる印刷データ111を作成した装置(不図示のディスプレイや撮
像装置等)と、該印刷データ111を印刷出力する装置(プリントエンジン116等)を示す。
【００１７】
　また103は前処理部であり、全ての入力色と出力色との関係を記述した全体LUTにおける
各格子について、展開すべきか否かを示す展開情報を記録した展開表(参照表)を作成する
。前処理部103ではまた、該展開表に応じて全体LUTの各格子の圧縮情報を記録した圧縮テ
ーブル(圧縮LUT)を生成する。なお展開表および圧縮LUTは、上記サンプル画像の画像種別
ごとに生成される。104は展開表を保持する展開表記憶部、105は圧縮LUTを保持する圧縮L
UT記憶部である。なお、本実施形態における展開表および圧縮LUT詳細については後述す
る。
【００１８】
　後処理サーバ11において、112は印刷データ111について印刷に必要な情報の欠落を検査
するプリスキャン部、113は印刷データ111をPDLデータに変換するPDL解釈部である。114
は、PDLデータに含まれる画像に対し、適切な展開表および圧縮LUTに基づく色変換を施す
後処理部である。このとき、圧縮LUTを全て展開するのではなく、必要な部分のみを展開(
部分展開)することを特徴とする。115は、PDLデータおよび色変換後の画像をラスターイ
メージ(ビットマップ画像)データに変換するRIP(ラスターイメージプロセッサ)部である
。116はRIP処理されたRIPデータを印刷メディアに印刷するプリントエンジンである。そ
して117が、プリントエンジン116によって印刷出力された印刷物である。
【００１９】
　なお、前処理サーバ10、後処理サーバ11、転送サーバ12は、以下のようなハードウェア
構成からなる例えばPCによって実現される。すなわち、CPU、RAM、ROM、VRAM、キーボー
ドコントローラ、磁気記憶媒体、光学記憶媒体、ネットワークコントローラ、入出力コン
トローラ、などがバスに接続された構成であるとする。しかしながら、PCの詳細構成につ
いては本発明の主たる要件ではないため、詳細な説明については省略する。
【００２０】
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　上記、印刷システム1と転送サーバ12はネットワークを介して接続されており、本実施
例ではインターネットを介して接続されているものとする。なお、印刷システム1と転送
サーバ12は、互いにデータ交換が可能であれば、如何なる技術、手段を用いて接続されて
いても良い。
【００２１】
　次に、図1を用いて、本実施形態の印刷システム1における印刷処理の概略を説明する。
印刷システム1では、まず前処理サーバ10の前処理部103において、サンプル画像記憶部10
1に保持された画像種別毎のサンプル画像と、プロファイル記憶部102に保持されたプロフ
ァイルに基づき、画像種別毎の展開表および圧縮LUTを生成する。生成された展開表と圧
縮LUTはそれぞれ、展開表記憶部104、圧縮LUT記憶部105に保持される。すなわち、実際の
印刷処理の前処理として、展開表と圧縮LUTが生成される。そして、実際の印刷対象であ
る印刷データ111が入力されると、後処理サーバ11において、上述したようにプリスキャ
ン、PDLの解釈、色変換、RIPデータ生成、プリント処理が行われ、印刷物117が生成され
る。この色変換時に、適切な展開表および圧縮LUTが参照される。
【００２２】
　●色分布特徴
　ここで、画像の色分布の特徴について、図2および図3を用いて説明する。
【００２３】
　図2に、画像特徴やデジタルカメラの撮影モードごと(すなわち画像種別ごと)に分類さ
れたサンプル画像についての、RGB色空間における色分布の例を示す。すなわち、(a)は、
表計算ソフトウェアやドキュメント作成ソフトウェアで作成されるグラフィックス画像に
ついての色分布を示す。また(b)～(i)は、デジタルカメラの撮影モードをポートレートや
ビーチなどの種々のシーンに適した設定で撮影することによって得られた自然画像につい
ての色分布を示す。なお色分布グラフ(a)～(i)において、グラフ左下が黒、右上が白を表
す。
【００２４】
　一般にグラフィックス画像であれば、グラフを作成したソフトウェアのデフォルト色が
最も多く出現する。またポートレート画像であれば、人物が被写体であるため、肌色の色
領域の色が多く出現するし、ビーチ画像であれば、青い海や青空が被写体であるため、青
からシアンにかけての色領域の色が多く出現する。しかしながら色分布グラフ(a)～(i)に
示すように、各画像種別において、出現頻度の高い色以外の色については、極端に出現数
が少ないか、全く出現しない。すなわち、画像の色分布は、画像の種別ごとに極端な偏り
があると言える。
【００２５】
　ここで図3に、画像種別ごとのサンプル画像について、RGB色空間の各軸を33分割し、各
格子を画素の出現確率の大きい順に整列させて出現確率を累積したグラフを示す。同図に
おいて横軸は格子番号、縦軸は累積出現確率[％]を示す。図3(a)はグラフィックス画像、
図3(b)はポートレート画像、図3(c)は極彩色画像における、それぞれの全サンプル画像に
ついての累積出現確率を示す。図3(a)によれば、グラフィックス画像における80％の画素
は、全32,768格子中の5格子に集中している。同様に図3(b)のポートレート画像では436格
子に、図3(c)の極彩色画像では2,688格子に集中している。これにより、色空間の全格子
に対応する全てのLUT成分をメモリに展開しても、その90％以上は使用されないことが分
かる。また、画像種別によって、使用するLUT部分および使用頻度が異なる。したがって
、全体LUTの全成分のうち、実際にメモリに展開すべきLUT成分を画像の種別に応じて選択
することで、効率的なメモリ使用が可能となる。
【００２６】
　そこで本発明では、上述したような色分布の特徴に基づき、全体LUTから、入力画像の
画像種別に応じてメモリに展開する部分テーブル(部分LUT)を選択することで、少ないメ
モリ使用量での高速な色変換を可能とする。
【００２７】
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　●論理構成
　以下、本実施形態の印刷システムの論理構成を図4に示し、説明する。
【００２８】
　図4(a)は、前処理部103において展開表、圧縮LUTを作成するための論理構成を示すブロ
ック図である。同図において、301はサンプル画像に基づき画像の種別ごとの展開表を生
成する展開表生成部、302はサンプル画像やプロファイル等の演算に必要なデータを入力
する入力部である。また、303は色変換テーブル(色変換LUT)を生成する際に用いる入力値
を生成する入力値生成部である。304はプロファイルに基づき、入力値を、第1のデバイス
に依存する第1の色空間値から第2のデバイスに依存する第2の色空間値に変換する色変換
部である。また、305は色変換LUTを所定の格子ごとに圧縮する圧縮部、である。
【００２９】
　図4(b)は、後処理部114において圧縮LUTの部分展開による色変換処理を行うための論理
構成を示すブロック図である。同図において、401は色変換対象となる入力画像を入力す
る画像入力部、402は圧縮LUT記憶部105および展開表記憶部104から、入力画像に対応する
圧縮LUTおよび展開表を入力する圧縮LUT入力部である。また、403は入力画像の画素値を
包含する格子がメモリに展開されている否かを展開表に基づいて判定する展開判定部、40
4は圧縮LUTにおいて展開すべき格子の出力値を伸張してメモリに展開する展開部である。
また、405はメモリ展開されたLUTを用いて、入力画像の画素値を第1の色空間値から第2の
色空間値に変換する画像変換部、406は色変換後の画像を出力する画像出力部、である。
【００３０】
　なお、図4(a),(b)に示す論理構成を1台の画像処理装置において実現することも可能で
ある。
【００３１】
　●前処理(展開表,圧縮LUT作成処理)
　以下、本実施形態における前処理について、図5(a)を用いて説明する。図5(a)は、前処
理サーバ10の前処理部103にて行われる、展開表および圧縮LUTの作成処理を示すフローチ
ャートである。まずS101で展開表生成部301が、サンプル画像記憶部101に保持されている
複数のサンプル画像を入力し、該サンプル画像に基づき、画像種別毎の展開表(参照表)を
生成して展開表記憶部104に格納する(参照表作成処理)。この処理の詳細については後述
する。
【００３２】
　次にS102で入力部302が、プロファイル記憶部102から、色変換対象の画像データを生成
した第1のデバイスに対応する入力プロファイル、および該画像データを出力する第2のデ
バイスに対応する出力プロファイルを取得する(変換条件入力処理)。またS102ではさらに
、展開表記憶部104から、S101で作成した全ての画像種別についての展開表を取得する。
そしてS103で入力値生成部303が、色変換用の全体LUTにおける全ての入力値を生成する。
例えば、入力画像が3チャネルで、各チャネル8ビットの画像であれば、全体LUTの入力値
として256(=2の8乗)の3乗種類が生成される。そしてS104で色変換部304が、S103で生成し
た全入力値に対応する出力値を算出する。すなわち、S102で入力した入力プロファイルお
よび出力プロファイルに基づき、各入力値を第1の色空間の値から第2の色空間の値に変換
する。これにより、全入力値に対する全出力値が揃い、すなわち全体LUTが作成される。
【００３３】
　そしてS105で圧縮部305が、画像種別毎の展開表に基づき、S104で算出した全体LUTにお
ける全出力値を部分ごとに圧縮することで、画像種別に応じた色変換用の圧縮LUTを作成
する。ここで作成された画像種別毎の圧縮LUTは、圧縮LUT記憶部105に格納される。
【００３４】
　●展開表生成処理(S101)
　以下、上記図5(a)のS101における展開表生成処理について説明するが、それに先立ち、
本実施形態で使用される展開表(参照表)について詳細に説明する。
【００３５】
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　本実施形態の色変換処理では、入力値の全組み合わせに対する出力値を画像の種別に応
じて部分的にメモリに展開することで、メモリ使用量を削減するとともに色変換速度の向
上を図っている。本実施形態では、色変換用の全体LUTを部分的にメモリ展開するため、
入力値に対応するLUTの出力値はメモリ展開すべき成分であるか否か、および既にメモリ
展開されているか否かを判定する必要がある。そこで本実施形態では、以下に説明するよ
うなビット列からなる展開表を用いることで、該判定を高速に行う。
【００３６】
　以下、説明を簡単にするため、1次元での色変換を行う場合を例とする。図6(a)に、展
開表作成時における各格子の対応例を示す。同図は、入力色空間における1次元の軸を8分
割した際の、各分割点(各格子)についての10進表記と2進表記、その上位3ビットの2進表
記、10進表記、および該格子についての展開状況を表す展開フラグ、の対応を示している
。図6(a)の1列目に示す格子で軸を8つの領域に分割すると、各格子の2進表記は同図2列目
の値で表わされる。さらに、各格子の2進表記の上位3ビットを抽出すると、同図3列目の
値となり、これを10進表記で表すと、同図4列目の値となる。そして、各領域をメモリに
展開すべきか否か、または展開されているか否かを0/1の2値で表すことで、同図5列目の
ように8つの展開フラグが生成される。これにより、各格子についての展開／非展開を示
す情報(展開フラグ)を、8ビットのビット列としてメモリ上で表現することができる。こ
のビット列がすなわち、本実施形態において画像種別ごとに作成・参照される展開表(参
照表)であって、各ビットが色変換LUTの入力格子点を示す。すなわち、展開表においてビ
ットが1である格子点は、色変換時に高頻度で参照される高参照部に含まれ、0である格子
点はその他の低参照部に含まれる。
【００３７】
　図6(b)に、図6(a)の5列目に対応する展開表の例を示す。同図において、1042～1049が
それぞれ、各格子の展開フラグを表している。
【００３８】
　本実施形態では、前処理部103にて上記展開表を作成しておく。そして後処理部114で入
力画像の色変換を行う際に、対応する展開表から、画素値(入力値)に応じた展開フラグを
取得することで、該入力値の属する部分LUTが既に展開されているか否かを判別する。
【００３９】
　ここで、後処理部114における展開フラグの具体的な取得方法について、入力値が35で
ある場合を例として、図6(c)を用いて説明する。まず、入力値35(図6(c)1列目)を2進表記
に変換し(図6(c)2列目)、該2進表記の入力値の上位3ビットを取得し(図6(c)3列目)、この
3ビットを10進表記に変換する(図6(c)4列目)。この変換により得られた値がすなわち、入
力値の属する格子番号を示し、この値の分だけ、図6(b)に示す展開表(展開フラグのビッ
ト列)を右シフトする。この例では、入力値35は格子番号1番に属し、シフト回数が1回と
なる。この右シフト処理により、展開表の最下位ビットに、入力値が属する格子の展開フ
ラグが格納されることになる。そこで、展開表のビット列と"0000 0001"との論理積をと
ることで、最下位ビットに格納された展開フラグを取得することができる。
【００４０】
　以上、入力値35が属する格子の展開フラグを取得する方法について説明したが、この取
得方法を一般化すると、次のようになる。
【００４１】
　まず、全LUTの各軸の分割数をs、画像のビット深度をnとすると、入力値の上位ビット
を取得するためのシフト回数tは、以下の式(1)で表すことができる。
【００４２】
　　　　t = n-log2s　　　・・・(1)
　また、入力値をxとすると、参照すべきビット列の番号vは、以下の式(2)で表すことが
できる。なお(2)式において、a≫bは変数aの2進表記をb回右シフトすることを表す。また
、a&bは変数aと変数bの論理積をとることを表す。
【００４３】
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　　　v = (x≫t)&(s-1)　　　…(2)
　また、展開フラグを格納するビット列をfとすると、入力値xが属する格子の展開フラグ
gは、以下の式(3)により算出することができる。
【００４４】
　　　g = (f≫v)&1　　　…(3)
　後処理部114では以上の演算を行うことによって、前処理部103で作成された展開表のビ
ット列から、入力値が属する格子の展開フラグを取得することができる。そして、この展
開フラグの値によって、入力値が属する格子がメモリに展開されているか否か判定する。
【００４５】
　次に、S101における展開表の生成処理について、図7(a)のフローチャートを用いて詳細
に説明する。すなわちS301～S311により、サンプル画像記憶部101に保持された全てのサ
ンプル画像に対応する全ての画像種別について、以下のS302～S310による展開表作成処理
(参照表作成処理)を行う。
【００４６】
　展開表作成処理としてはまずS302で、展開表の各ビットを0で初期化する。ここで0は、
対応する格子についての色変換情報(部分LUT)をメモリに展開する必要がない、あるいは
、未だ展開されていないことを表す。一方、1は、対応する格子についての色変換情報(部
分LUT)をメモリに展開する必要がある、あるいは、既に展開されていることを表す。そし
てS303～S305で、サンプル画像記憶部101に保持されている、現在処理中の画像種別に属
する全てのサンプル画像を入力し(サンプル入力処理)、全サンプル画像について、S304に
おける出現確率算出処理を行う。すなわちS304では処理対象のサンプル画像について、各
格子に属する値を有する画素を累積し、該累積値をサンプル画像の総画素数で除算するこ
とで、該サンプル画像の格子毎の出現確率を算出する。
【００４７】
　S306で、当該画像種別に属する全てのサンプル画像おける、各格子の出現確率を加算す
る。そしてS307で、該加算した格子ごとの出現確率を大きい順に整列させ、S308で、該整
列した出現確率を、その大きい順に累積する。そしてS309で、累積値が所定の閾値α以下
となる格子に対し、展開表の該当ビットに1を設定する。これによりすなわち、サンプル
画像における出現確率が所定値以上である格子が高参照部に区分され、出現確率が所定値
未満である格子が低参照部に区分される。そしてS310で、当該画像種別に対応する展開表
を、展開表記憶部104に格納する。このとき展開表には、対応する画像種別を示す識別子
等を付与しておく。このS310の処理が全ての画像種別について行われることで、展開表記
憶部104には画像種別毎の展開表が格納されて、S101の展開表生成処理が終了する。
【００４８】
　なお、S309で参照される累積値の閾値αとしては、システムに搭載されたメモリの容量
や所望する処理速度等に応じた値を予め設定しておけば良い。αが大きいほど、S203にお
いてメモリに展開する部分LUTの数が増加するため、メモリ使用量およびS203における処
理時間が増加する。反面、予めメモリに展開される部分LUTの種類が増えるため、入力画
像に出現する画素に対する網羅率が向上するので、画像変換処理中に部分LUT展開処理が
発生しない。これにより、画像変換を高速に行うことができる。一方、αが小さいほど、
S203においてメモリに展開する部分LUTの数が減少するため、S203におけるメモリ使用量
および処理時間を削減することができる。反面、S203でメモリに展開した部分LUTに該当
しない画素が入力画像に多く含まれていた場合には、未展開の部分LUTに対する展開処理
を都度行うことになるため、メモリアクセスの連続性が損なわれオーバーヘッドが発生す
る。したがって、αの値は、変換画像数、変換画像の画素出現特性などを鑑みて設定する
ことで、より所望のメモリ消費、処理速度で動作させることができる。
【００４９】
　●圧縮LUT作成処理(S105)
　以下、上記図5(a)のS105における、圧縮LUTの作成処理について、図7(b)のフローチャ
ートを用いて詳細に説明する。すなわちS401～S409により、展開表記憶部104に保持され
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た全ての展開表について、以下のS402～S408による圧縮LUT作成処理を行うことで、画像
種別毎の圧縮LUTが作成される。
【００５０】
　図7(b)ではS402～S408により、処理中である展開表の全ビットについて、以下のS403～
S407による圧縮処理を行う。圧縮処理としてはまずS403で、展開表の下位ビットから走査
して、同一ビットの並びを検出し、全体LUTから該同一ビット並びに対応する格子の部分L
UTを抽出する。例えば図3(b)に示す展開表の例であれば、1042から走査を開始した際、10
43までの2ビットが同一ビット並びとして検出され、図3(a)に示す1行目と2行目で示され
る2格子分の部分LUTが抽出される。
【００５１】
　そしてS404で、該部分LUTに属する各LUT成分(出力値)について、所定方向に隣接する成
分との差分値を算出する。次にS405で、S403で取得された部分LUTにおける始点成分の出
力値を保存する。そしてS406で、S404で算出した各差分値の出現確率に応じて、部分LUT
における各LUT成分に符号を割り当てる。このとき、差分値の出現確率が大きいほど、よ
り短い符号を割り当てるが、例えばハフマン符号を適用すれば良い。なお、この符号化時
に、符号と差分値との対応を示す符号表が作成されるが、これも部分LUTに添付しておく
。
【００５２】
　そしてS407で、S405,S406で作成された部分LUTの始点成分および符号成分を、圧縮LUT
として圧縮LUT記憶部105に格納する。ここで保持される圧縮LUTは、先に展開表記憶部104
に格納されている、該圧縮LUTの作成に関与した展開表と対応付けて保持されることはも
ちろんである。例えば、展開表に付されている画像種別の識別子等を、圧縮LUTにも付与
すれば良い。
【００５３】
　なお、上記S403～S407による圧縮処理は展開表の全ビットについて行われ、S403で展開
表における同一ビット群として複数ビットが検出された場合、これら複数ビットに対応す
る部分LUTによってひとつの圧縮LUTが作成される。したがってこの場合、ビット値が異な
るビットから、次の処理を開始する。展開表における同一ビットの並びが長いほど、対応
する部分LUTのサイズが大きくなるが、この部分LUTがひとつの圧縮LUTとして圧縮される
ため、符号化効率は高くなる。
【００５４】
　以上のように本実施形態では画像種別ごとに、全体LUTにおける各格子点の出力値を、
展開表が示す高参照部ごと、および低参照部ごとにデータ圧縮することで、全体LUTを部
分単位で圧縮した圧縮LUTが作成される。
【００５５】
　なお本実施形態では、展開表と圧縮LUTを前処理部103において作成する例を示したが、
展開表の作成と圧縮LUTの作成とを分けることも可能である。まず展開表については、例
えば他装置において、複数のサンプル画像に基づいて作成しておくことが可能である。そ
して圧縮LUTは、該展開表と入出力プロファイルに基づいて作成される。すなわち印刷シ
ステムとしては色変換の実行時に展開表と圧縮LUTが備わっていれば良いため、他装置に
おいて作成された展開表と圧縮LUTを入力して用いることができる。この場合、前処理サ
ーバ10に大量のサンプル画像を保持するためのサンプル画像記憶部101を備える必要がな
くなり、同様にプロファイル記憶部102、および前処理部103も不要となる。
【００５６】
　●後処理(色変換処理)
　以下、本実施形態における後処理について、図5(b)を用いて説明する。図5(b)は、後処
理サーバ11の後処理部114において行われる色変換処理を示すフローチャートである。ま
ずS201で画像入力部401が、色変換の対象となる入力画像と、その画像種別の情報を取得
する。なお、画像種別は、画像データに関連付けられたカラープロファイルのマッピング
方法(インテント)によって検出される。例えば、インテントが"Saturation"であった場合
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には、該画像データはグラフ等のグラフィックス画像であることが想定される。また、イ
ンテントが"Perceptual"であった場合には、さらに画像のタグに格納されている撮影モー
ドを参照することで、「ビーチ」「紅葉」「ポートレート」等の画像種別を知ることがで
きる。そしてS202で圧縮LUT入力部402が、展開表記憶部104および圧縮LUT記憶部105から
、S201で取得した画像種別に応じた展開表と圧縮LUTを取得する(テーブル取得処理)。
【００５７】
　そしてS203で展開部404が、圧縮LUTにおいて、展開表によって展開すべき旨が示されて
いる部分LUT、すなわち展開フラグが1である全ての部分LUTを伸張してメモリに展開する(
部分伸張処理)。
【００５８】
　その後、S204～S208において、入力画像の全画素について、以下のS205～S207による色
変換処理を行う。色変換処理としてはまずS205で展開判定部403が、注目画素に対応する
格子点(注目格子点)が属する部分LUTが、後処理部114の内部メモリに既に展開されている
か、すなわち注目格子点の圧縮データが既に伸張されているか否かを判定する。この判定
処理の詳細については後述する。
【００５９】
　S205で、入力画素値が属する部分LUTが既に展開されていると判定されればそのままS20
6に進むが、展開されていないと判定されるとS206へ進み、展開部404が、対応する部分LU
Tを展開する(注目伸張処理)。この展開処理の詳細については後述する。
【００６０】
　そしてS207で画像変換部405が、入力画素値に対応する出力値を、展開済みである部分L
UTから取得する。これによりすなわち、第1の色空間で表現された入力画素値が、第2の色
空間で表現される出力画素値に変換される。そしてS201～S208で、入力画像の全画素につ
いての色変換処理が終了したと判定されたら、S209で画像出力部406が、色変換後の画像
を出力する。
【００６１】
　●展開判定処理(S205)
　以下、上記図5(b)のS205における、入力画素値が属する部分LUTが展開されているか否
かを判定する処理について、図8(a)のフローチャートを用いて詳細に説明する。まずS501
で、入力画素の上位ビットを取得する。ここで取得するビット数mは、LUTにおける入力色
空間の各軸の分割数sに応じて決定され、例えば、m=log2sである。したがって、入力色空
間の各軸を8分割して作成されたLUTであれば、上位3ビットが取得される。そしてS502で
、該取得した上位ビットで示される値の分だけ、S202で取得した展開表を右シフトする。
例えば、上位3ビットが"100"であれば、シフト回数は4回となる。そしてS503で、シフト
した展開表のビット列と1との論理積をとることで、シフト後の展開表における最下位ビ
ットを取得し、これを判定結果として出力する。すなわち、シフト後展開表における最下
位ビットが"1"であれば対応する部分LUTが展開されている旨を示し、"0"であれば未だ展
開されていない旨を示す。
【００６２】
　●展開処理(S206)
　以下、上記図5(b)のS206における部分LUTの展開処理について、図8(b)のフローチャー
トを用いて詳細に説明する。まずS601で、展開対象である部分LUTの始点成分を取得し、S
602で該始点成分をメモリに書き出す。そしてS603～S606により、当該部分LUTの全ての符
号成分について順次、以下のS604,S605による伸張処理を施すことで、メモリ上にLUT成分
値(出力値)が展開される。
【００６３】
　S604では符号表に基づき、符号成分に対応する差分値を取得する。そしてS605で、直前
に展開されたLUT成分値に、S604で取得した差分値を加算し、該加算結果を現符号成分を
展開したLUT成分値としてメモリに書き出す。S604,S605による伸張処理が部分LUTの全符
号成分について終了したら、S607で展開表の該当ビットは0であるから、これを1に更新す
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る。
【００６４】
　以上説明したように本実施形態によれば、画像種別に応じて、全体LUTを部分ごとに圧
縮した圧縮LUTと展開表を予め作成しておく。そして、処理対象となる画像の種別に応じ
て、全体LUTのうち展開表で示される高参照部のみをメモリに展開する。これにより、全
体LUTにおける必要部分のみが展開され、該展開された部分LUTを用いた色変換を行うこと
で、メモリ使用量を抑えるとともに高速な色変換を行うことができる。
【００６５】
　また本実施形態では、展開表において連続する高参照部を一単位として圧縮するため、
展開時にもその部分LUTは一括処理される。したがって、使用頻度の高い部分LUTの展開に
かかる負荷を最小限に抑えることができ、色変換をより高速に行うことができる。
【００６６】
　＜第2実施形態＞
　以下、本発明に係る第2実施形態について説明する。印刷システムにおいては、印刷ジ
ョブの優先度に応じて特定の印刷ジョブ(特急ジョブ)を直ちに処理し、印刷物として出力
する旨が要求される場合がある。第2実施形態ではこのような要求に対応するため、メモ
リの空き容量に余裕がある場合であれば、該メモリ容量を大量に消費してでも特急ジョブ
の処理を優先することで、高速処理を実現する。すなわち、印刷ジョブに予め設定された
特急フラグの内容とメモリの空き容量に応じて、当該印刷ジョブに対する印刷速度を切り
替えることを特徴とする。
【００６７】
　第2実施形態における印刷システムは、上述した第1実施形態とほぼ同様の構成からなる
が、後処理部114における色変換処理のみが異なる。したがって第2実施形態の後処理部を
後処理部30とし、他の構成には第1実施形態と同一番号を付して説明を省略する。
【００６８】
　●論理構成
　以下、第2実施形態の印刷システムにおける論理構成を図9に示し、説明する。なお、前
処理部103における処理は第1実施形態と同様であるため、ここでは後処理部30における構
成のみを示す。なお図9において、第1実施形態の図4(b)と同様の構成には同一番号を付し
、説明を省略する。図9において、501はメモリの空き容量を取得する空き情報取得部、50
2はメモリの空き容量に応じて色変換LUTの全LUT成分をメモリ展開するか否かを判定する
全展開判定部、503は全LUT成分をメモリに展開する全展開部、である。
【００６９】
　●後処理(色変換処理)
　以下、第2実施形態の後処理部30における色変換処理について、図10のフローチャート
を用いて説明する。なお図10において、第1実施形態で示した図5(b)のフローチャートと
同様の処理工程には同一ステップ番号を付す。
【００７０】
　まずS201で画像入力部401が入力画像とその画像種別情報を取得するが、第2実施形態で
はさらに、該入力画像に関連付けられた特急フラグを取得する。ここで特急フラグとは、
当該入力画像にが特急処理対象であるか否かを示すフラグである。そしてS202で圧縮LUT
入力部402が、展開表記憶部104および圧縮LUT記憶部105から、画像種別に応じた展開表と
圧縮LUTを取得する。
【００７１】
　そしてS701で全展開判定部502が、特急フラグが1であるか否かを判定し、1であれば圧
縮LUTの全展開を行うためにS702へ進み、0であれば圧縮LUTの部分展開を行うためにS203
に進む。
【００７２】
　S702では空き情報取得部501が、システムにおける現在のメモリの空き容量を取得する(
空き容量取得処理)。そしてS703で全展開判定部502が、該空き容量が所定の必要容量以上
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であるか否かを判定する(容量判定処理)。ここで必要容量とは、圧縮LUTの全格子点を展
開した全体LUTを保持可能な容量であり、例えば全体LUTがcチャネル、1成分nビットであ
る場合、必要容量r=c×2nとして算出される。メモリの空き容量が必要容量以上である場
合にはS704に進み、圧縮LUTの全展開処理(全伸張処理)を行う。すなわちS704では全展開
部503が、圧縮LUTから全てのLUT成分をメモリに展開することで、全体LUTを取得する。そ
の後、S207で画像変換部405が、該全体LUTから、入力画像における全入力画素値に対応す
る出力値を取得することで、入力画像全体に対する色変換がなされ、S208で画像出力部40
6が、色変換後の画像を出力する。
【００７３】
　一方、S703でメモリの空き容量が必要容量未満である場合にもS203に進む。S203以降で
は、上述した第1実施形態と同様に、圧縮LUTの部分展開を行う。すなわちS203～S207で展
開表に基づいて圧縮LUTを部分展開して部分LUTを取得し、色変換を行った後、S208で色変
換後の画像を出力する。
【００７４】
　このように第2実施形態では、特急処理すべき印刷ジョブについては圧縮LUTを全展開し
た全体LUTを用いることで高速処理を行い、そうでない印刷ジョブについては第1実施形態
と同様に圧縮LUTを部分展開した部分LUTを用いた省メモリ処理を行う。第1実施形態でも
説明したように、部分LUTおよび展開表を参照した色変換処理では、入力画像の画素ごと
に、部分LUTが展開済みであるか否かを確認する必要があるため、相応の処理時間がかか
る。これに対し全体LUTを参照した色変換処理では、最初に全展開処理を行う必要がある
ものの、展開後は高速処理が可能となるため、部分展開時に対して処理時間が大幅に短縮
される。これは、処理対象となる入力画像の画素数が多いほど顕著である。
【００７５】
　なお第2実施形態では、全展開を行うか否かを特急フラグに基づいて判定する例を示し
たが、メモリの空き容量に基づいて自動的に判定することもできる。例えば、メモリ空き
容量に余裕があれば、常に全展開を行って処理速度を優先するようにしても良い。また、
図11に示すように、メモリ使用状況と当該印刷ジョブの優先度を設定するチェックボック
スを備えたUIをユーザに提示し、当該印刷ジョブを優先的に処理するか否かをユーザに指
定させるようにしても良い。このようなUIを提示することにより、オペレータの判断によ
って指定の印刷ジョブを高速に印刷出力することができる。
【００７６】
　以上説明したように第2実施形態によれば、印刷ジョブの優先度とメモリの空き状況に
応じて、メモリに展開するLUT成分を制御することにより、優先度の高い印刷ジョブを高
速に印刷することができる。
【００７７】
　＜第3実施形態＞
　以下、本発明に係る第3実施形態について説明する。上述した第1および第2実施形態の
印刷システムでは、画像種別に応じた圧縮LUTを予め作成し、圧縮LUT記憶部105で保持し
ておく例を示した。なお、この圧縮LUTは入出力プロファイルに応じて生成されているた
め、入力装置や出力装置および印刷用紙、およびマッピング方法などにも依存しているこ
とは言うまでもない。上記各実施形態において、印刷対象として入力された画像データに
添付された画像種別情報に対し、適切な圧縮LUTが保持されていない場合には、圧縮LUTを
新規に作成する必要がある。印刷システムにおいては通常、後処理サーバ11においてRIP
部115の前段に印刷ジョブをストックしておくための不図示のスプーラが設けられている
。したがって、ある印刷データを処理する際に、印刷ジョブのスプール量が多い場合には
、当該印刷データをそのままスプールしてもRIP開始までに圧縮LUTを準備することができ
る。しかしながら、スプール量が少ない場合には、圧縮LUTの準備がRIP開始までに間に合
わず、結果的に印刷動作が停止してしまうことが想定される。
【００７８】
　そこで第3実施形態では、新規に圧縮LUTを作成する必要がある印刷ジョブについて、そ
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の作成時間と、RIP開始までの待ち時間(以下、スプール期間)に応じて、該印刷ジョブの
処理順を制御する。これにより、圧縮LUTの作成を効率的に行い、印刷動作の停止を防止
することができる。すなわち、圧縮LUTの作成時間と当該印刷ジョブのスプール期間を取
得し、作成時間の方がスプール期間よりも長い場合には、当該印刷ジョブの処理順が後と
なるように変更する。これにより、RIP開始までのスプール期間が延長され、該スプール
期間内で圧縮LUTの作成を完了させることができる。
【００７９】
　●圧縮LUT一覧表および予想処理時間表
　上述した第1実施形態では図5(a)のS104において、入力プロファイルおよび出力プロフ
ァイルに基づき、色変換における全入力値に対する全出力値、すなわち色変換LUTの全成
分を算出して全体LUTを作成する例を示した。第3実施形態ではS104におけるLUT出力値の
算出を、入出力プロファイルと、入力側および出力側での観察条件、およびマッチング方
法、の組み合わせ(以下、色変換条件)に基づいて行うとする。そして、これら組み合わせ
と、作成された圧縮LUTとの対応を示す圧縮LUT一覧表を作成し、圧縮LUT記憶部105に格納
する。ここで図12(a)に、圧縮LUT一覧表の例を示す。同図に示すように圧縮LUT一覧表は
、入力プロファイル、出力プロファイル、入力側観察条件、出力側観察条件、マッチング
方法、の組み合わせによる色変換条件と、該色変換条件を用いて作成・保持された圧縮LU
T、から構成される。すなわち圧縮LUT一覧表には、圧縮LUT記憶部105に保持されている全
ての圧縮LUTの情報が記録されている。
【００８０】
　第3実施形態ではさらに、マッチング方法と、圧縮LUTを作成するのに要する予想処理時
間との対応表である予想処理時間表を予め作成し、例えば圧縮LUT記憶部105内に格納して
おく。図12(b)に、予想処理時間表の例を示す。第3実施形態では、後述するS803で圧縮LU
Tの作成時間を算出する際に、この予想処理時間表を参照することで、入力画像の色変換
に必要となる処理時間を取得することができる。
【００８１】
　●論理構成
　第3実施形態における印刷システムは、上述した第1実施形態とほぼ同様の構成からなる
が、後処理部114における処理のみが異なる。したがって第3実施形態の後処理部を後処理
部50とし、他の構成には第1実施形態と同一番号を付して説明を省略する。
【００８２】
　以下、第3実施形態の後処理部50における論理構成を図13(a)に示し、説明する。なお図
13(a)において、第1実施形態の図4(b)と同様の構成には同一番号を付し、説明を省略する
。図13(a)において、701は入力画像のマッチング方法に応じて圧縮LUTを作成するのに要
するであろう予想作成時間(圧縮LUT作成時間)を算出し、かつ印刷が開始されるまでの時
間(スプール期間)を取得する時間算出部である。また、702はスプール期間と圧縮LUT作成
時間を比較し、印刷ジョブの順序を変更するか否かを判定する判定部、703は印刷ジョブ
の順序を変更する整列部、704は色変換条件に基づき圧縮LUTを作成する圧縮LUT作成部、
である。
【００８３】
　●後処理(色変換処理)
　以下、第3実施形態の後処理部50における色変換処理について、図13(b)のフローチャー
トを用いて説明する。なお、図13(b)において上述した第1実施形態で示した図5(b)のフロ
ーチャートと同様の処理工程には同一ステップ番号を付す。
【００８４】
　まずS201で画像入力部401が、印刷ジョブに含まれる入力画像とその種別情報を取得す
る。そしてS801～S804で、印刷ジョブに含まれる全ての入力画像について、S802,S803に
よる圧縮LUT作成時間の算出を行う。すなわちS802で圧縮LUT入力部402が、入力画像に添
付された色変換条件に基づき、図12(a)に示す圧縮LUT一覧表から、対応する圧縮LUTを探
索する。これによりすなわち、該圧縮LUTが圧縮LUT記憶部105に保持されているか否かが
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判定される(保持判定処理)。そして、圧縮LUTが探索できない、すなわち該圧縮LUTが圧縮
LUT記憶部105に未だ保持されていない場合にはS803に進み、時間算出部701が、対応する
圧縮LUTの作成時間を算出する。S803ではすなわち、入力画像のマッチング方法に対応し
た予想処理時間を、図12(b)に示す予想処理時間表から取得し、これを当該印刷ジョブに
おける圧縮LUT作成時間として累積する。一方、S802で圧縮LUTが探索できた場合には、上
記S803における圧縮LUT作成時間の累積を行わない。
【００８５】
　S801～S804で圧縮LUT作成時間が算出されると、次にS805において判定部702が、当該印
刷ジョブについてのスプール期間と、圧縮LUT作成時間を比較する。なお、スプール期間
すなわちRIP開始時間(印刷開始時間)に関する情報は、後処理サーバ11における不図示の
制御部(スプール管理部)から取得することができる。圧縮LUT作成時間がスプール期間よ
りも長い場合にはS806に進み、整列部703が、当該印刷ジョブの処理順序をスプールの最
後尾に移動した後、S807に進む。一方、S805で圧縮LUT作成時間がスプール期間に満たな
い場合にはそのままS807に進む。S807では圧縮LUT作成部704が、プロファイル、観察条件
、マッピング方法等の色変換条件に基づき、当該入力画像に対する圧縮LUT、およびその
展開表を作成する。
【００８６】
　なお、ここではS806での処理順変更により、S807での圧縮LUTおよび展開表の作成に十
分なスプール期間が確保されるものとして説明した。実際には、S806で印刷ジョブの処理
順を最後尾に変更した後であっても、まだスプール期間が十分でない場合も考えられる。
このような場合には、何らかのエラー処理を適用することが適当であると考えられる。
【００８７】
　その後S808において、上述した第1実施形態の図5(b)と同様に、圧縮LUTを部分展開して
入力画像の色変換を行う。
【００８８】
　以上説明したように第3実施形態によれば、印刷ジョブのRIP開始時に印刷条件に合致し
た圧縮LUTが存在しなかった場合に、該圧縮LUTの作成時間に応じて印刷ジョブの処理順序
を変更することで、印刷処理が停止してしまうことを回避できる。
【００８９】
　なお、第3実施形態では、印刷ジョブのスプール順を変更するか否かの判定を、圧縮LUT
作成時間と印刷待ち時間に基づいて自動判定する例を示した。この判定を、図12(c)に示
すようなUIによって行うようにしても良い。すなわち該UIによれば、圧縮LUT作成時間と
印刷待ち時間(印刷開始時間)をユーザに表示し、当該印刷ジョブを直ちにスプールするか
をユーザに判断させ、入力された判断結果に基づき、印刷ジョブの順序を変更する。この
ようなUIを提示することにより、オペレータの判断によって指定の印刷ジョブを高速に印
刷することができる。
【００９０】
　また、マッチング方法に対する予想処理時間表を参照して圧縮LUTの作成時間を予想す
る例を示したが、他の方法によって圧縮LUT作成の予想時間を取得しても良い。例えば、
何色かのサンプル色を選択して該サンプル色の変換を実行し、該変換に要した時間から、
実際に圧縮LUTを作成する際に要するであろう処理時間を予想するようにしても良い。
【００９１】
　＜他の実施形態＞
　上述した各実施形態においては、色変換用の全体LUTの入力値として、入力画像の各チ
ャネルの取り得る値の全ての組み合わせを生成する例を示した。しかしながら、本発明に
おける全体LUTの入力値は該「全ての組み合わせ」に限定されず、例えば1点おきなど適当
な点数おき、すなわち所定の間隔おきで入力値を生成するようにしても良い。その場合、
生成されていない入力値に対する出力値をLUTから得るには、入力値を囲む格子点に対応
する出力値の平均値や加重平均値などをその出力値とすれば良い。
【００９２】
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　また、上述した各実施形態では、入力画像をRGB色空間のデータとして説明したが、sRG
BやAdobeRGB色空間等の色空間のデータであっても良い。
【００９３】
　また各実施形態が図1に示す印刷システムにおいて実現される例を示したが、本発明は
図14に示すようなクラウドシステムとしても実現可能である。図14において、2がクラウ
ドシステムであり、転送サーバ12から転送された印刷データ111が、後処理サーバ13内の
後処理部114で第1実施形態と同様の色変換処理が施された後、店舗や印刷会社に設置され
ているプリントサーバ14に出力される。他の構成については図1と同様であるため説明を
省略する。
【００９４】
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア(プログラム)を、ネットワーク又は各種記憶媒体を
介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ(またはCPU
やMPU等)がプログラムを読み出して実行する処理である。

【図１】 【図４】
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